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 カンパチ Seriola dumeriliはブリ S. quinqueradiata と同様に，九州や四国の太平洋沿岸で重要な養殖対象
種となっている。しかし，本種はブリに比べて国産天然種苗の捕獲量が少ないことから，養殖用種苗は海
外産に依存せざるを得ないのが現状である。このような状況の中，2005 年に中国で中間育成された後に，












































魚の成長変異を抑えるためには，アルテミアの給餌は仔稚魚の平均全長が 9 mm程度となる 20日齢頃から
開始することが望ましいと考えられた。 
第 6章 カンパチの親魚養成・採卵技術の向上により，5～6月の通常産卵期以外でも受精卵の確保が可
能となったことから，その技術を応用して 6月の通常産卵期に加え 8月，11月，12月および 3月に採卵を
行い，第 5 章までに明らかにした減耗要因に対する防除対策を講じて種苗量産に取り組んだ。その結果，
2010 年度の 1 年間の種苗生産数は 42 万尾に達し，平均生残率は 16%で，これまでの結果と比較して大幅
に向上した。このように，周年にわたる人工種苗生産の可能性が見出された。そこで，人工種苗を用いた
養殖体制を構築する基礎として，魚病発生リスク，生残および成長に影響すると考えられる人工種苗の適
正な冲出し時期を把握するため，鹿児島県鹿児島湾において養殖試験を実施した。8 月，10 月，1 月およ
び 4 月に人工種苗を養殖場の生簀に収容して約 1～2 年間飼育し，生残と成長を調べた。その結果，出荷
開始までの育成期間は 10 月沖出し群が最短で 617 日であり，生残率も高かったことから，人工種苗の適
正な沖出し時期は水温下降期である 10月であることが考えられた。 
 
